
１１　　地地域域自自立立支支援援協協議議会会のの基基本本事事項項
（（１１））名名称称

（（２２））ホホーームムペペーージジＵＵＲＲＬＬ

（（３３））組組織織図図

（（４４））会会議議実実施施方方法法等等

全体会

全体会

２２　　地地域域自自立立支支援援協協議議会会のの委委員員
（（１１））委委員員名名簿簿

№ 役職 氏　名 備考

1 佐々木　美知子

2 中山　恵子　

3 倉林　明彦

4 白木　昭憲

5 成島　久美子

6 池田　みゆき

7 伊佐　素子　

8 矢部　賢司

9 毛塚　和英 国分寺市地域生活支援センター　プラッツ 相談支援事業者 2

国分寺市地域活動支援センター　つばさ 相談支援事業者 2

国分寺市地域活動支援センター　虹 相談支援事業者 2

立川公共職業安定所　 雇用関係機関 2

国分寺市障害者就労支援センター　 雇用関係機関 2

はらからの家福祉会 障害当事者（ピアサポーター含む） 1

国分寺難病の会 障害当事者（ピアサポーター含む） 1

国分寺市手をつなぐ親の会 家族・関係団体 2

　　イ　開催時間

平日日中（業務時間内）
専門

部会等
平日日中（業務時間内）

所属 種　別
経験
年数

国国分分寺寺市市

国国分分寺寺市市障障害害者者地地域域自自立立支支援援協協議議会会
http://www.city.kokubunji.tokyo.jp/kurashi/syougaishien/1014757/1014747/index.html

　　ア　開催方法

集合形式
専門

部会等
集合形式

国分寺市身体障害者福祉協会 家族・関係団体 3

障害者地域自立支援協議会（全体会議）

障障害害ののああるる方方をを支支ええるるたためめのの地地域域づづくくりりのの中中核核ととししてて，，地地域域のの関関係係者者がが集集ままっってて協協働働ををすするる場場でですす。。

相談支援事業の運営等に関すること 困難事例に関する分析及び研究に関すること

地域の関係機関等による情報の共有及び
ネットワークの構築に関すること

その他障害者又は障害児の支援の体制の整備のために必要と認められること

地域の社会資源の開発及び改善に関すること

国国分分寺寺市市障障害害者者地地域域自自立立支支援援協協議議会会（（概概要要））

専門部会

相談支援部会 就労支援部会 精神保健福祉部会

○進捗状況の報告

○地域の課題の提起（抽出）
○検討結果の報告

など

○進捗状況の管理・評価
○地域の課題の対応策等の検討依頼
○検討結果の報告内容の協議

など

事務局会議

○課題整理・議題調整 など

※新たな課題等に対応するため，
必要に応じて専門部会の再編等
も検討します。

相談支援事業所連絡会 国分寺障害者施設お仕事
ネットワーク

就労支援事業所連絡会

作業部会
特定の課題の検討や計画の推進等のために設置される会議で常設のもの

ＷＧ（ワーキンググループ）

特定の課題の検討や計画の推進等のために設置される会議で臨時的に設置されるもの

現在設置なし

障害児通所支援事業所
連絡会

地域移行等支援連絡会

専門知識を持った支援機関や関係機関が集まる課題解決チームで，各分野ごとに具体的な協議及び取組を行います。
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平日日中（業務時間内）
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　　ア　開催方法

集合形式
専門

部会等
集合形式

国分寺市身体障害者福祉協会 家族・関係団体 3

№ 役職 氏　名 備考

10 銀川　紀子

11 副会長 土井　満春

12 高橋　順子

13 佐藤　文

14 山本　剛

15 長畑　達也

16 北邑　和弘　

17 小野　政雄

18 石井　廣子

19 会長 石渡　和実

20 澤田　元織

21 前田　典人

22 關　友矩

（（２２））委委員員構構成成

３３　　地地域域自自立立支支援援協協議議会会のの活活動動状状況況

　　（（１１））地地域域自自立立支支援援協協議議会会ででのの協協議議事事項項（（複複数数回回答答））

〇事例検討及び合同研修の実施
〇相談支援事業所の加算報酬の取得について
〇相談支援専門員の負担軽減について

② 就労支援に関すること。

○共同受注ネットワークの価格表の活用について
〇共同受注ネットワークの商業施設での販売会の充実について
〇優先調達の推進について

計 22 14 12 12

① 相談支援事業の運営体制に関すること。

行政職員(都） 0 0 0 0

その他 2 1 0 2

地域住民 0 0 0 0

行政職員(区市町村) 3 4 2 3

法曹関係者 1 0 0 0

民生委員・児童委員 1 0 0 0

障害福祉サービス等事業者 2 2 6 2

社会福祉協議会 1 1 0 0

身体・知的障害者相談員 0 0 0 0

相談支援事業者 3 6 0 2

障害当事者（ピアサポーター含む） 2 0 0 0

家族・関係団体 2 0 0 0

雇用関係機関 2 0 2 0

企業 0 0 1 0

保健所 1 0 0 1

教育関係機関 1 0 1 0

学識経験者 1 0 0 0

医療関係者 0 0 0 2

学校指導課 行政職員(区市町村) 1

　　　　　全体会・
　　　　　　　　部会名

全体会
相談支援

部会
就労支援

部会
精神保健
福祉部会

　　種　別

高齢福祉課　 行政職員(区市町村) 2

子育て相談室 行政職員(区市町村) 3

第二東京弁護士会 法曹関係者 2

東洋英和女学院大学大学院　 学識経験者 8

国分寺市社会福祉協議会　 社会福祉協議会 8

国分寺市民生委員・児童委員協議会 民生委員・児童委員 2

東京都立武蔵台学園　 教育関係機関 5

国分寺地域包括支援センターもとまち その他 2

ハッピーテラス国分寺 障害福祉サービス等事業者 3

東京都多摩立川保健所　 保健所 1

国分寺市障害者基幹相談支援センター その他 8

地域共同生活支援センター・レハイム 障害福祉サービス等事業者 2

所属 種　別
経験
年数
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⑤ 地域課題の整理

○各専門部会や各専門部会の作業部会であがった地域課題を協議会の中に取り込み、地域の障害者の
ニーズの把握や課題の抽出を行う。

⑥ 課題解決に向けての検討

〇各専門部会及び各専門部会の作業部会等であがった地域課題について、具体的な検討や取組を行う。
また、障害者福祉に係る困難な事例に基づく分析及び研究を行う。

② 情報共有・情報発信

○地域の関係機関等による情報共有・情報発信

③ 分野を越えてのネットワークの構築

○地域の関係機関等によるネットワークの構築

④ 各分野の社会資源の共有化及び整合性の確認

○各専門部会及び各専門部会の作業部会であがった地域の社会資源について、情報共有し、整合性の確
認を行う。

〇地域生活支援拠点等の更なる充実・強化について
〇体験の機会・場の周知について
〇ミドルステイの実施について

⑪ 障害福祉計画等に関すること。

「第４次国分寺市障害者計画実施計画（後期）」、「第７期国分寺市障害福祉計画」、「第３期国分寺
市障害児福祉計画」の策定について

（（２２））地地域域自自立立支支援援協協議議会会ととししててのの役役割割（（複複数数回回答答））

① 情報の顕在化

○各専門部会及び各専門部会の作業部会であがった情報を共有する。

〇退院支援の体制構築の取組を進め、近隣市の精神科病院へのアプローチを実施

⑥ 困難事例等の解決に向けた検討に関すること。

〇相談支援部会の作業部会である相談支援事業所連絡会において、各事業所の課題を共有し検討

⑦ 関係機関や他分野のネットワークに関すること。

○ネットワーク研修（地域移行・介護保険・児童）の実施
○各作業部会（相談支援事業所連絡会・障害児通所支援事業所連絡会・就労移行支援事業所連絡会）の
実施

⑩ 地域生活支援拠点等の整備に関すること。

③ 地域移行・地域定着支援に関すること。

○精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた協議
〇退院支援の体制構築の取組を進め、近隣市の精神科病院へのアプローチを実施

⑤ 医療と福祉の連携に関すること。
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（（２２））地地域域自自立立支支援援協協議議会会ととししててのの役役割割（（複複数数回回答答））

① 情報の顕在化

○各専門部会及び各専門部会の作業部会であがった情報を共有する。

〇退院支援の体制構築の取組を進め、近隣市の精神科病院へのアプローチを実施

⑥ 困難事例等の解決に向けた検討に関すること。

〇相談支援部会の作業部会である相談支援事業所連絡会において、各事業所の課題を共有し検討

⑦ 関係機関や他分野のネットワークに関すること。

○ネットワーク研修（地域移行・介護保険・児童）の実施
○各作業部会（相談支援事業所連絡会・障害児通所支援事業所連絡会・就労移行支援事業所連絡会）の
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⑩ 地域生活支援拠点等の整備に関すること。

③ 地域移行・地域定着支援に関すること。

○精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた協議
〇退院支援の体制構築の取組を進め、近隣市の精神科病院へのアプローチを実施

⑤ 医療と福祉の連携に関すること。

⑩ 就労支援

○共同受注ネットワークの価格表の活用について協議
〇共同受注ネットワークの商業施設での販売会の充実について協議
〇優先調達の推進について協議

⑪ 地域移行・地域定着支援

○精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた協議
〇退院支援の体制構築の取組を進め、近隣市の精神科病院へのアプローチを実施

⑫ ライフステージを通じた支援

〇ライフステージに沿った切れ目のない支援について相談支援事業所連絡会で協議

④ 高齢福祉分野との連携

○ネットワーク研修（高齢福祉）の実施

⑥ 緊急・災害等対応

〇災害対策に関する取組の検討
〇「障害のある方向けの防災情報まとめサイト」を基幹相談支援センターＨＰに開設

⑧ 障害児支援

〇相談支援部会の作業部会である障害児通所支援事業所連絡会において課題を協議

⑤ 個別の困難事例を取り上げたことはない。

　　イ　地域課題に対して取り組んだ（取り組んでいる）内容又は取り組めなかった理由等
　　　　（複数回答）

① 相談支援の質及び量

〇相談支援事業所の加算報酬の取得について
〇相談支援専門員の負担軽減について
〇地域体制強化共同支援の取組について情報共有

② 社会資源の開発及び改善

○災害時に活用できる社会資源等についての協議
〇近隣市精神科病院との連携

⑧ 社会資源の開発及び改善

○各専門部会及び各専門部会の作業部会等であがった地域の社会資源について情報共有し、開発及び改
善を行う。

⑨ 構成員の資質向上・研修の場

○協議会での情報共有や検討を通じて構成員の資質向上を図る。

（（３３））地地域域自自立立支支援援協協議議会会ととししてて把把握握ししてていいるる地地域域課課題題

　　ア　個別の困難事例の把握・検討（複数回答）

⑦ 障害福祉計画等の進捗管理や調整

○障害者施策推進協議会と連携を図るとともに、障害のある方を支えるための地域づくりの中核及び計
画の推進主体として、地域課題の解決のための検討・取組を柔軟に行う。
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４４　　地地域域自自立立支支援援協協議議会会のの活活性性化化
（（１１））地地域域自自立立支支援援協協議議会会活活動動のの評評価価

全体会

　　イ　活性化したと評価する理由

地域課題に継続的に取り組めている。

⑥ 緊急・災害等対応

〇個別支援計画の策定について

　　ア　全体会・専門部会等の評価

ある程度活性化した。
専門

部会等
ある程度活性化した。

　　ウ　地域課題の中で、広域又は東京都全域で対応するほうが良いと考える課題

① 相談支援の質及び量

〇相談支援事業所の経営の黒字化について
〇24時間相談支援体制について

⑤ 福祉人材(マンパワー)の確保

〇事業所の人材確保（質・量）について
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